
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿久根市立鶴川内中学校 

  



 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 学ぶ意義や学び方についてまとめてあります。 
そもそも学習は何のためにするのでしょうか？中学校の３年間

で学ぶことの意味や意義についてまとめてあります。 
そして、全教科に共通する学び方についても書いてあります。 

○ 各教科の学習の仕方についてまとめてあります。 
各教科の特性に合わせて、「授業では」「家庭学習では」「その他」

の３つに分けて具体的に書かれています。しっかり読んで効果的

な学習方法や心構えを理解しましょう。 
○ いつでも見ることができるところに置きましょう。 

   各教科の学習方法が身に付くまでには、時間がかかると思いま

す。定着するまでは、学習する前にしっかり確認しましょう。 
○ 「勉強の仕方が分からない・・・」と悩んだときは、こ
の手引きをもう一度見直してみましょう。 

○ 教科書・ノートなど道具等は、必ず前日に準備して忘れないように

しましょう。 

○ 授業中は姿勢を正し、私語を止め、50分間を真剣に取り組もう。 

○ 自分の考えを進んで発表し、分からないところは質問をして力を

付けよう。 

○ 友達の発表を聞くときは、間違っても笑ったりしないで自分の考

えや意見と比較しながら聞こう。 

○ 指名されたら「はい」と返事して起立し、大きな声で発表しよう。 

学びのガイドについて 
 

授業にのぞむ心構え 
 

元気よくあいさつ
する。 

２分前に着席し 1分前に
黙想する。 

よく考え
積極的に
発表する。 

人の意見を聴き
考えを深める。 

分からないところを
質問する。 



 

 

 

 

「あなたはどう生きたい？」 
 

スポーツ選手になって，世界を舞台に活躍したい？ 

アーティストになって世界中を魅了したい？ 

お金持ちになって，色々な物を買いたい？ 

冒険家になって，世界中を旅して回りたい？ 

安定した公務員の職に就いて，落ち着いた家庭をつくりたい？ 

会社員になって，自分の考えたサービスで社会を豊かにする？ 

 

君は自由だ。本気でやろうと思えば， 

きっといろいろなことができる。 

きっと，どう生きたいか？なんて 

決まっていない人も多いだろう。 

でも，「よりよい人生を送りたい」「より幸せに生きたい」 

は，きっと人類共通の願いなのではないだろうか？ 

それを実現するために，君は学ぶのではないだろうか？ 

 

もう１つ。大切なのは， 

「他人の願いを想像する」 
わたしと，あなたがいて，社会が成り立っている。 

互いに大切な存在だ。互いに「自由」に生きるべきだ。 

それぞれに「自由」があることを，尊重しながら， 

自分の「自由(願い)」と，相手の「自由(願い)」の間を 

考えること。それも学ぶ意義かもしれない。 

 

生き方と学び 



 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聞き方・話し方 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各教科には、その教科ならではの見方や考え方があります。 

全ての教科等を学ぶことで、物事を多面的・多角的に捉え、考えることができるようになり、 

考えが深くなり、君の人生に深みがでてくることでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全教科を通じて得た力は、あなたの「将来」につながります。 

学びで得た気付きや考えは、あなたの「人生」を豊かにします。 



教科の学びを活かすと，こんなことができるようになります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



主体的に学習し，知識・技能を活用することで，

チームで課題を解決する力が，これからの人材に

は求められている。 
 

鶴川内中学校の生徒である君には，社会に出て

からも自ら学び，他者と高め合い，心豊かにたくま

しく生きる人になってほしい。 

 

 

 
 

 
  

       ＡＩにロボット。人生 100年時代に生きるキミが，社会に出てからも  

      自ら学び，他者と高め合い，心豊かに，たくましく生きる人になるために

はどんな力が必要だろうか…。大学入試制度や就職試験で求められる力

も変化してきている。そんな社会の中で君に必要な力はどのようなもの

だろうか。人には，以下のような力が求められている。 
 

 ① 知識 及び 技能  

   将来何になるかなんて決まっていない人の方が多い。どんな職業にだって就けるように自分

の可能性を最大限に伸ばすべきだ。各分野での専門性につながる。基礎的知識・技能が必要だ。 

 ② 思考力・判断力・表現力等  

   学んだ知識や技能をどう使うかは，もっと大切だ。使うための知識なのだから。では，学ん   

  だ知識をどのように使うか。どう思考・判断して，自分の考えをどう表現して人に伝えるか。 

表現を工夫して，上手に伝える力も大切な力だ。 

 ③ 主体的に学習に取り組む態度  

   「勉強なんて嫌だ」。そんな風に思う人もいるかもしれない。だが，案外大人になってからの

勉強の習慣も大切だ。自分から主体的に学習しようとする態度は，非常に大切だ。単純な仕事

や解答は，ロボットやＡＩの得意分野だ。人が得意なのは，「問い」をつくることだ！ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                                                  

 

 

 

 

  

身に付けてほしい力や態度と「評価」 

これからの時代で活躍する人になるために！ 

学習指導要領で 

求められている資質・能力 

企業が学生に期待する力 



 

 

 

 
  

      小学校の通知表は◎・○・△のみの評価でした。 

中学校の通知表でも，小学校と同じように各教科 

① 知識・理解  

② 思考・判断・表現  

③ 主体的に学習に取り組む態度 の三観点を基にＡ～Ｃで評価します。 

   （十分満足できる→ A おおむね満足できる→ B 努力を要する→ C） 

さらに三観点の評価を基に５・４・３・２・１の５段階による数値評価も行います。 
 

※ 日頃の授業での取組や，宿題などの提出物。パフォーマンステストや，自己評価カード。各

学期のテスト結果などから成績を付けていきます。特に主体的に学びに向かう態度の項目は，

普段の姿が評価に影響します。各教科の面白さに目を向けて，興味をもって学習に取り組みま

しょう。 
 

【評価の基本的な考え方】 

○ 資質・能力の習得を目指して，各教科で学習目標を設定します。生徒の学びを 

振り返り，目標に対する到達度を評価します。 

○ 自ら学ぶ意欲や問題解決能力，個性の伸長に資するように，生徒一人一人の良い

点や可能性，進歩の状況を積極的に評価します。 

※ つまり，生徒のよりよい成長へとつなげる為の評価です。 

     

               ※ 教科の特性によって，各観点で 

重みに違いがあります。 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 合 計 評価例 

Ａ Ａ Ａ ＡＡＡ ５ 

Ａ Ａ Ｂ ＡＡＢ  

４ 

 

 

（５） 

 

Ａ Ｂ Ａ ＡＢＡ 

Ｂ Ａ Ａ ＢＡＡ 

Ａ Ｂ Ｂ ＡＢＢ  

３ 

 

 

（４） 

 

Ｂ Ｂ Ａ ＢＢＡ 

Ｂ Ａ Ｂ ＢＡＢ 

Ｂ Ｂ Ｂ ＢＢＢ ３ 

Ｂ Ｂ Ｃ ＢＢＣ  

３ 

 

 

（２） 

 

Ｂ Ｃ Ｂ ＢＣＢ 

Ｃ Ｂ Ｂ ＣＢＢ 

Ｃ Ｃ Ｂ ＣＣＢ 
 

２ 
Ｃ Ｂ Ｃ ＣＢＣ 

Ｂ Ｃ Ｃ ＢＣＣ 

Ｃ Ｃ Ｃ ＣＣＣ １ 

 

通知表の成績はどうやってつけるの？ 

各教科の評価の例 


